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単位

最終値

当年 当年前年

0

0.0

行財政改革の必要性、緊急性などに対する市民の関心が
低い。

現状分析・課題

持続可能な市民サービスの提供体制を構築するため、行財政改革の必要性などの情報を積極的に市民の皆様に発信し、全市的
な議論を行うことができるよう市民意識の醸成を図る。

方向性

行財政改革の必要性、緊急性などについて、市民向けの分
かりやすい資料を作成し、区政だよりや市HPを通じて発信す
ることなどにより、全市的な議論を行うことができるよう市民意
識の醸成を図る。
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再任用2

0.0

0.00.0

0.0

0.0

正規

0.0

非常勤

0.0

これまでの検証･総括
今後のサービス等のあり方の提示

－

H29

最終値

H28

行政区再編の決定

H29

行政区再編の決定

H30H27

進捗

計画通り
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行財政改革の視点

取組事項名取組番号

　１　効率的・効果的な組織体制の整備

1001

更新日行政経営計画　（平成27～30年度）

行政区の再編に向けた検討【区制検討事業】

平成28年10月1日

平成27年6月1日作成日

本計画期間
最終目標

実施

実施

実施平成27

平成28

平成29

年度

実績値

指標Ⅲ
年度

指標名

0.0

0

0.0

前年

0.0

当年

0.00.0

0.00.0

0.0

指標Ⅱ

0.0

指標名

効果額
(単位：千円)

0

前年当年

H29 H30

実績値

H28

計画値

計画値

計画値

年度

企画調整部企画課 実行責任者

目　 的

山名　裕

関連部課 市民部市民協働・地域政策課、総務部人事課

分野 ⑦地方自治・都市経営

政策 市民と共に未来をつかむ都市経営

区制検討事業

担当部課

事業

0.0

年度別進捗目標計画

再任用1

H28

H27

個別計画

工程表の作成

H30 最終値

単位

0.0

新たな行政区、行政サービス提供体制の提示

単位

平成30 達成

指標名

指標Ⅰ

実績値

年度 H27
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目標

更新日 平成28年10月1日平成27年度　行政経営計画　進捗状況

1～3月

実施実施 実施

4～6月

工程表の作成

　

　　

7～9月

　

10～12月

　

取組番号 1001

平成２７年度　実施計画

取組事項名 行政区の再編に向けた検討【区制検討事業】

5

工程表の検討及び作成

取組項目

4

3

1

2

評価評価者
平成２７年度　評価

進捗

上
半
期
評
価

－

行政サービスのあり方などについて、市議会と議論を重ねている。

市議会と議論を重ね、｢区制度検討に係る工程表｣を作成し、公表した。
【公表方法】
　◇ 平成28年4月1日付けで市ホームページに掲載。
　◇ 広報はままつ2016年4月号に｢ちょっと注目!!｣(紙面2ﾍﾟｰｼﾞ)として掲載。
　　　※広報はままつは、市内全戸配布 計画通り

次年度への展開

工程表に基づく議論を進めるとともに、区政だよりや市ホームページを通じて積極的な情報発信を行う。

継続実施

年
度
末
評
価

進捗状況・成果 進捗

下半期への展開

･ 市議会との議論を深め、工程表を作成する。
・ 市民に必要な情報を積極的に提供する。

進捗状況・成果

鈴木　康友



行政区の再編に向けた検討【区制検討事業】

10～12月 1～3月

1

3/3 平成28年度　行政経営計画　進捗状況 更新日 平成28年10月1日

取組番号 1001 取組事項名

平成２８年度　実施計画

目標
これまでの検証･総括
今後のサービス等のあり方の提示

取組項目 4～6月 7～9月

2 今後の住民自治、行政サービスのあり方の提示 実施 実施

これまでの行政区制度、サービス提供体制の検証･総括 実施

　

4 　 　

3

　

平成２８年度　評価
評価者 評価

鈴木　康友 継続実施

5 　

上
半
期
評
価

進捗状況・成果 進捗

市議会と議論を重ね、｢これまでの行政区制度、サービス提供体制の検証･総括｣について、市
ホームページに掲載するとともに、区政だよりにて公表した。
また、工程表策定から検証･総括までの議論の進捗について、すべての区協議会へ報告した。

－

下半期への展開

工程表に基づき｢今後の住民自治、行政サービスのあり方｣提示に向けた議論を進める。
区政だよりや市ホームページを通じて積極的な情報発信を行うとともに、まちトークにおける市政報告に区制度検討状況を
盛り込むなど市民意識の醸成に努める。

年
度
末
評
価

進捗状況・成果 進捗

次年度への展開


